
市ホームページ

　全国各地で住民票や戸籍謄本などが、本人の
知らないところで不正に取得されるという事案
が発生しています。不正に取得された情報は、ス
トーカーや振り込め詐欺などの犯罪に悪用され
るだけでなく、身元調査に利用されることで結婚
差別や就職差別などの深刻な問題を引き起こし
ています。こうした事案を抑止するため、多くの
市町村では、事前登録型本人通知制度による取組
を行っています。
どんな制度？
　住民票の写しや戸籍謄本などの証明
書が第三者（※）に交付された場合、交
付があったことをご本人にお知らせす
る制度です。
※�「第三者」とは、本人からの委任状を持った代理人や職
務を行う上で請求が認められている人（弁護士など）、
自己の権利行使または義務履行などの正当な理由があ
る人。

農業委員 農地利用最適化推進委員

募 集 方 法 ①農業者など個人からの推薦　②農業関係団体、地縁団体その他の団体からの推薦
③一般募集

要 件
農業に関する識見を有し、農地等の利用の最適
化の推進に関する事項、その他の農業委員会の
所掌に属する事項に関しその職務を適切に行う
ことができる人

農地などの利用の最適化の推進に熱意と識見を
有し、その職務を適切に行うことができる人

任 期 ７月20日（月・祝）～令和11年７月19日（木） 委嘱の日～令和11年７月19日（木）
定 数 14人 ８人
報 酬 31,500円（月額） 28,500円（月額）

主 な 業 務 農業委員会総会での審議、農地利用最適化に関
する業務

農業委員会が定める担当区域での農地利用最適
化に関する現場活動

募 集 期 間 ２月３日（火）～３月２日（月）
午前８時30分～午後５時15分（土、日、祝日は除く）※郵送は締切日必着

受 付 場 所 農林振興課〔東庁舎〕、農業委員会事務局〔東庁舎〕
推薦および
応募方法

応募用紙を郵送か直接提出（応募用紙は問に備え付けているほか、市ホームページからもダウン
ロードできます。）

選任および
選出方法

推薦および募集状況を公表し、候補者評価委員会で
審査を行い、議会の同意を得て市長が任命します。

推薦および募集状況を公表し、候補者評価委員
会で審査を行い、農業委員会会長が委嘱します。

ご存じですか？本人通知制度

農業委員・農地利用最適化推進委員の候補者を募集します

問市民課〔東庁舎〕　 0748-71-2323　 0748-72-2460
　市民課分室〔西庁舎〕　 0748-77-7005　 0748-77-7009

問農林振興課〔東庁舎〕（〒520-3288住所記載不要）　 0748-71-2330　 0748-72-7964
　農業委員会事務局〔東庁舎〕（〒520-3288住所記載不要）　 0748-71-2362　 0748-72-7964

どのようなメリットがあるの？
　自分の住民票や戸籍を、家族以外の第三者が取
得したことがわかるため、不正取得を早
期に発見できるなど事実解明につなが
ります。多くの人が本制度を利用するこ
とで不正行為が発覚する可能性が増え、
抑止効果が高まります。
■�登録できる人　湖南市に住民登録または本籍
がある人（除かれた人も含む）

■�持ち物　本人確認書類（運転免許証、マイナン
バーカードなど）

■�申請場所　問へ。
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問人権擁護課〔東庁舎〕　 0748-71-2354　 0748-72-3788
 jinken@city.shiga-konan.lg.jp

人権擁護審議会委員を募集します

問美術展実行委員会事務局〔甲西文化ホール〕
0748-72-2133　 0748-72-7305

第21回湖南市美術展

問障がい福祉課〔東庁舎〕　 0748-71-2364　 0748-72-3788
 fukushi@city.shiga-konan.lg.jp

湖南市障がい者の支援に関する
基本計画策定委員を募集します

■任期　４月～令和10年３月（２年間）
■会議回数　年１～２回程度
■募集人数　１人
■報酬　日額6,000円
■�応募資格　
　・�市内在住・在勤・在学の18歳以上の人で、

市の他の附属機関の委員になっていない人
　・�平日の昼間に開催予定の審議会に参加で

きる人
■�応募方法　申込書に必要事項を記入のう
え、郵送、FAX、メールまたは直接問に提出
してください。

※申込書の返却はしません。
※�申込書は市のホームページに掲載のほか、

問に置いています。
■提出期限　２月24日（火）必着
■�選考方法　書類審査のうえ、応募多数の場
合は抽選となります。

　「絵画」「書」「写真」「工芸・立体」の４部門で
募集した入選作品展です。市内外から寄せら
れた力作をご覧ください。
■�期間　２月９日（月）～15日（日）
　午前９時30分～午後５時（15日は午後４時まで）
■�場所　市民学習交流センター（サンヒルズ甲西）
■表彰式・作品鑑賞会　２月15日（日）
　・表彰式　午後１時30分～
　・作品鑑賞会　午後２時15分頃～

　市では、障がいの有無にかかわらず誰もが相互に尊重し支えあう共生社会をめざし、「湖南市障がい
者の支援に関する基本計画」を見直すために策定委員を募集します。

●湖南市美術展作品制作体験会
■�日時　２月14日（土）午前10時～
　　　　（作業時間１時間程度）
■�場所　市民学習交流センター
　（サンヒルズ甲西）会議室１
■定員　15人
■�内容　オリジナルコースター
の制作体験

■参加費　無料
■�申込方法　２月７日（土）まで
に申込フォームからお申し込みください。

　※�申込書は、問、市民課分室（西庁舎）、各まちづ
くりセンター、市民学習交流センター（サン
ヒルズ甲西）に置いています。市ホームペー
ジからもダウンロードできます。

　※�申込書およびレポートは返却しません。
■応募期限　２月13日（金）必着
■�選考結果　２月下旬に応募者全員に通知しま
す。

■募集人員　１人
■応募資格　次の全てに該当する人
　①�障がい福祉に関心を持ち、自発的かつ積極的

に意見や提案をしていただける市内在住の
18歳以上の人

　②５回程度の策定委員会に出席できる人
■委嘱期間　４月～令和９年３月
■�応募方法　次の書類を郵送・FAX・メールで問
へ提出してください。

　①�湖南市障がい者の支援に関する基本計画策
定委員応募申込書

　②�「違いを認め合う社会」または「地域で必要な
合理的配慮」の考えや思いを400字程度にま
とめたレポート（様式不問）

申込フォーム
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令和７年12月湖南市議会定例会

問総務課〔東庁舎〕　 0748-71-2357　 0748-72-3390
　
11
月
28
日
か
ら
12
月
18
日
ま
で
行
わ
れ

た
市
議
会
定
例
会
で
、審
議
の
う
え
可
決

さ
れ
た
議
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
条
例　

◦�

湖
南
市
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

…�
児
童
福
祉
法
の
改
正
に
伴
い
、事
業
者

が
そ
の
設
備
お
よ
び
運
営
に
関
し
て
確

保
す
べ
き
必
要
な
基
準
を
定
め
る
た

め
、条
例
の
制
定
を
行
う
も
の
。

◦�

湖
南
市
附
属
機
関
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

…�

湖
南
市
小
規
模
企
業
者
小
口
簡
易
資
金

貸
付
制
度
を
廃
止
す
る
こ
と
に
伴
い
、

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

◦�

湖
南
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
条
例
及
び
湖
南
市
特
別
職

の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

…�

国
に
お
け
る
指
定
職
の
期
末
手
当
の
改

定
に
準
じ
て
、議
会
議
員
お
よ
び
特
別

職
の
期
末
手
当
の
改
定
を
行
う
た
め
、

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

◦�

湖
南
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

…�

人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
国
家
公
務
員
の

給
与
改
定
等
に
準
じ
て
、職
員
お
よ
び

会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
改
定
を
行

う
た
め
、所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

◦�

湖
南
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

…�

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、市
た

ば
こ
税
に
係
る
加
熱
式
た
ば
こ
に
関
す

る
課
税
標
準
の
特
例
の
新
設
に
つ
い

て
、所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。併
せ

て
、地
方
税
関
係
書
類
の
公
示
送
達
の

方
法
に
つ
い
て
、公
示
事
項
を
不
特
定

多
数
の
者
が
閲
覧
で
き
る
状
態
に
置
く

措
置
を
と
る
と
と
も
に
、電
子
計
算
機

の
映
像
面
に
表
示
し
た
も
の
を
閲
覧
で

き
る
状
態
に
置
く
こ
と
で
、こ
れ
を
公

示
と
す
る
こ
と
と
す
る
所
要
の
改
正
を

行
う
も
の
。

◦�

湖
南
市
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

…�

手
数
料
に
つ
い
て
、現
金
以
外
で
の
徴

収
を
可
能
と
す
る
た
め
、所
要
の
改
正

を
行
う
も
の
。

◦�

湖
南
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

…�

児
童
福
祉
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
な
ら
び
に
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
の
一
部
を
改

正
す
る
内
閣
府
令
の
施
行
に
伴
い
、所

要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

◦�

湖
南
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

…�

児
童
福
祉
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
施
行
に
伴
い
、所
要
の
改
正
を
行

う
も
の
。

◦�
湖
南
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特

定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

…�

児
童
福
祉
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
施
行
に
伴
い
、所
要
の
改
正
を
行

う
も
の
。

◦�

湖
南
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

…�

市
営
住
宅
堂
の
上
団
地
の
用
途
廃
止
に

伴
い
、所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

◦�

湖
南
市
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

…�

災
害
そ
の
他
非
常
の
場
合
に
お
い
て
、

管
理
者
が
認
め
る
と
き
は
、他
の
市
町

村
長
ま
た
は
水
道
事
業
管
理
者
の
指
定

を
受
け
た
者
が
給
水
装
置
工
事
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
た
め
、所

要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

◦�

湖
南
市
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

…�

災
害
そ
の
他
非
常
の
場
合
に
お
い
て
、

管
理
者
が
認
め
る
と
き
は
、他
の
市
町

村
長
の
指
定
を
受
け
た
者
が
宅
内
排
水

設
備
等
に
関
す
る
工
事
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
こ
と
と
す
る
た
め
、所
要
の
改

正
を
行
う
も
の
。

◦�

湖
南
市
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
利
用

に
関
す
る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

…�

令
和
７
年
12
月
末
を
も
っ
て
全
て
の
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
有
効
期
間
が
満

了
す
る
こ
と
か
ら
、条
例
を
廃
止
す
る

も
の
。

◦�

湖
南
市
教
育
に
関
す
る
事
務
の
職
務
権

限
の
特
例
に
関
す
る
条
例
を
廃
止
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

…�

教
育
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、市
長
が

管
理
お
よ
び
執
行
し
て
い
る
ス
ポ
ー

ツ
、文
化
に
関
す
る
事
務
を
、教
育
委
員

会
が
管
理
お
よ
び
執
行
す
る
た
め
、本

条
例
を
廃
止
す
る
も
の
。

■
令
和
７
年
度
補
正
予
算　

◦�

湖
南
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

…�

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
５
，１
３
４�

万
９
千
円
を
追
加
し
、補
正
後
の
額
を

２
７
７
億
１
，９
８
３
万
５
千
円
と
す

る
も
の
。

◦�

湖
南
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

…�

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
億
２
，８
３
６�

万
８
千
円
を
追
加
し
、補
正
後
の
額
を

２
８
０
億
４
，８
２
０
万
３
千
円
と
す

る
も
の
。

◦�

ほ
か
５
会
計

■
契
約
の
締
結　

◦�

湖
南
市
下
田
認
定
こ
ど
も
園
改
築
工
事

◦�
契
約
金
額

　
６
億
２
，１
５
０
万
円

◦�
契
約
の
相
手
方

　
西
村
建
設
株
式
会
社

■
変
更
契
約
の
締
結　

◦
甲
西
文
化
ホ
ー
ル
空
調
改
修
工
事

◦
契
約
金
額

　
変
更
前　
１
億
５
，９
５
０
万
円

　
変
更
後　
１
億
６
，５
６
４
万
２
千
４
０
０
円

◦
契
約
の
相
手
方

　
三
貴
設
備
工
業
株
式
会
社

■
指
定
管
理
者
の
指
定　

◦
湖
南
市
石
部
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

…
石
部
学
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

◦�

湖
南
市
石
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

…
石
部
学
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

◦�

湖
南
市
ふ
れ
あ
い
の
館

…�

社
会
福
祉
法
人
湖
南
市
社
会
福
祉
協
議
会

◦�

湖
南
市
石
部
南
学
童
保
育
所

…
一
般
社
団
法
人
風
の
子
の
い
え

◦�

湖
南
市
石
部
学
童
保
育
所

…
一
般
社
団
法
人
あ
ゆ
っ
こ

◦�

湖
南
市
菩
提
寺
学
童
保
育
所

…�

特
定
非
営
利
活
動
法
人
み
ち
く
さ
ク
ラ
ブ

◦�

湖
南
市
下
田
学
童
保
育
所

…
特
定
非
営
利
活
動
法
人
お
お
ぞ
ら

◦�

湖
南
市
菩
提
寺
北
学
童
保
育
所

…�

特
定
非
営
利
活
動
法
人
み
ち
く
さ
ク
ラ
ブ

◦�

湖
南
市
三
雲
東
学
童
保
育
所

…�

特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ｎ
Ｐ
Ｏ
げ
ん
き
っ
子

◦�

湖
南
市
市
民
産
業
交
流
促
進
施
設

…
甲
賀
農
業
協
同
組
合

◦�

湖
南
市
魅
力
発
信
拠
点
施
設

…
甲
西
陸
運
株
式
会
社

■
そ
の
他　

◦�

旧
慣
使
用
権
の
廃
止
に
つ
い
て

…�

湖
南
市
菩
提
寺
３
２
７
番
１
の
土
地
の

一
部
に
つ
い
て
、民
間
事
業
者
に
売
り
払

う
た
め
、旧
慣
使
用
権
を
廃
止
す
る
に
当

た
り
、議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

◦�

第
三
次
湖
南
市
総
合
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

…�

第
三
次
湖
南
市
総
合
計
画（
前
期
基
本

計
画
）を
策
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、議

会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

◦�

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

…
認
定
路
線　
13
路
線

◦�

市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

…
路
線
変
更　
１
路
線
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松浦市長

２月は「省エネ月間」です！

みんなの
すすめ！すすめ！

湖南市は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。

　茜さんの作品が繰り返すリズム感、破裂音がし　茜さんの作品が繰り返すリズム感、破裂音がし
そうな躍動感は小学生の頃から変わっていませそうな躍動感は小学生の頃から変わっていませ
ん。体を揺らしながら、手のひらの右横を鉛筆で描ん。体を揺らしながら、手のひらの右横を鉛筆で描
いた絵で真っ黒にしながら没頭。崇さんの作品もいた絵で真っ黒にしながら没頭。崇さんの作品も
当時のまま、ほのぼのとご両親と訪ねた場所を描当時のまま、ほのぼのとご両親と訪ねた場所を描
くことが中心。カラフルな色使いもそのまんま。くことが中心。カラフルな色使いもそのまんま。
　二人に共通することは、濁らない気持ちが変わ　二人に共通することは、濁らない気持ちが変わ
らないことと、絵を描き続けることができる環境らないことと、絵を描き続けることができる環境
にあること。二人の作品制作から私が学ぶことにあること。二人の作品制作から私が学ぶこと
は、市長になったときの初心を曇らせないこと。は、市長になったときの初心を曇らせないこと。
政策・施策の実現には時間を要することもありま政策・施策の実現には時間を要することもありま
すが、根気よく取り組むこと。すが、根気よく取り組むこと。
　また会いたくなりました。　また会いたくなりました。
※�「正規の美術教育や文化潮流とは全く無縁の文脈によっ※�「正規の美術教育や文化潮流とは全く無縁の文脈によっ
て制作された芸術作品を指し、障がい者のアートのみにて制作された芸術作品を指し、障がい者のアートのみに
留まらずもっと広範囲の作品を意味する言葉」留まらずもっと広範囲の作品を意味する言葉」

　冬は一年で最も電気の使用量が増える時期です。
ちょっとした工夫で、家計にも地球にもやさしい暮ら
しにつながります。ご自身のライフスタイルにあった
無理のない方法で、省エネに取り組んでみませんか。
◆もう一歩！工夫のヒント（豆知識）
　エアコンの設定温度をたった1℃下げるだけで、約
10％の消費電力削減が見込めます。重ね着などして、
無理のない範囲で設定温度を下げてみましょう。ま
た、暖房で暖めた熱の約６割が窓から逃げるといわれ
ています。お部屋の暖かさを逃がさないためには、窓の
断熱対策がとても有効です。
◆�うちエコ診断Webサービスを使ってみませんか。（無料）
　パソコンやスマートフォンから、ご家
庭の光熱費削減につながる効果的な取
組や、取組を実施した場合の光熱費削減
額、CO2削減量が５分程度で簡単にわ
かります。

▲うちエコ診断
Webサービス

◆今日からできる！省エネのポイント
１．お部屋の暖房
■エアコンの設定温度は20℃を目安に
■ファンヒーターは窓の近くに置く
■�厚手のカーテンや窓に断熱シートを
貼るなど、窓からの冷気を遮断

■定期的にフィルターを掃除
■カーペットの下に断熱マットを敷く

２．冷蔵庫
■季節に合わせた温度調整
■熱いものを入れるときは冷ましてから
■開ける時間は短く

３．照明
■蛍光ランプからLED照明へ変える
■使っていない部屋は電気を消す

問環境政策課 地域エネルギー室〔東庁舎〕　 0748-71-2302　 0748-72-2201

▲木村茜さん（作） ▲村井崇さん（作）

　東庁舎１階に展示されてある「アール・ブリュッ　東庁舎１階に展示されてある「アール・ブリュッ
ト（※）」。ト（※）」。
　今、市長室にも木村茜さんと村井崇さんの作品　今、市長室にも木村茜さんと村井崇さんの作品
を飾っています。小学生の頃から描き続けているを飾っています。小学生の頃から描き続けている
茜さんと崇さん。彼らを小学校時代に担任してい茜さんと崇さん。彼らを小学校時代に担任してい
た私。この絵に引き込まれそうになる感情（うまた私。この絵に引き込まれそうになる感情（うま
く文にできません）は30年ほど前から変わっていく文にできません）は30年ほど前から変わってい
ません。ません。
　流暢に話せない二人にとって、絵はとても大切　流暢に話せない二人にとって、絵はとても大切
なコミュニケーションツール。あるとき、茜さんなコミュニケーションツール。あるとき、茜さん
が「松浦せんせ、ピンポン描いて」と言って、紙とが「松浦せんせ、ピンポン描いて」と言って、紙と
鉛筆を差し出しました。私は、「ピンポン」は玄関鉛筆を差し出しました。私は、「ピンポン」は玄関
の呼び鈴だと思い、その絵を描き「ピンポ～ン」との呼び鈴だと思い、その絵を描き「ピンポ～ン」と
言いながら絵を指で押さえま言いながら絵を指で押さえま
した。どうやら、それまでにおした。どうやら、それまでにお
願いをした大人は、卓球ラケッ願いをした大人は、卓球ラケッ
トとピン球を描いていたようトとピン球を描いていたよう
です。それ以来、茜さんと私のです。それ以来、茜さんと私の
挨拶は「松浦せんせ、ピンポン挨拶は「松浦せんせ、ピンポン
描いて」。描いて」。

こなんニュース
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シリーズ　湖南市が進める小規模多機能自治について㉗

～子どもの見守り～
　湖南市版小規模多機能自治基本構想では、地域においては災害時
の体制づくりや子ども・高齢者の見守りなどを担い、住みよい地域
づくりにつながる取組を行っていただいています。
　地域の担い手である地域まちづくり協議会は、創意工夫し、さま
ざまな事業に取り組まれています。水戸学区まちづくり協議会で
は、子どもの見守りとして昨年12月より水戸コミュニティセンター
にて「みとまる食堂」という名称で月に１度地域食堂を開催してい
ます。
　「みとまる食堂」では、子どもに限ら
ず地域の高齢者も参加でき、地域の交
流の場ともなっており、参加者からも
「知り合いができて楽しい。」と好評で
す。
　こうした地域での子どもの見守り
は湖南市が進める小規模多機能自治
の取組であり、市がめざす住みよい地域づくりにつながります。
　このシリーズでは毎月、市が進める小規模多機能自治基本構想を
わかりやすくお知らせしています。
問企画調整課 まちづくり協働推進室〔東庁舎〕
0748-71-2315　 0748-72-2000

▲みとまる食堂
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回
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。

問企画調整課〔東庁舎〕
0748-71-2316　 0748-72-2000

　広報こなん１月号に掲載し
ました、「湖南市地域まちづく
りフォーラム」について２月
８日（日）の開催日を「第51回
衆議院議員総選挙・第27回最
高裁判所裁判官国民審査」の
実施に伴い、３月15日（日）に延
期します。
　開催時間など
詳細につきまし
ては、決まり次
第、広報こなん
３月号および市ホームページ
にてお知らせします。
■延期後　３月15日（日）

「湖南市地域まち
づくりフォーラム」
延期のお知らせ

市ホームページ

�

出
典
：
消
費
者
庁

広報こなん広報こなん 2026.2 2026.213


